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For the purpose of detecting misconception in Newtonian mechanics that students majoring in humanities and social 
science have, we gave Force Concept Inventory (FCI) test to those who attended the classes of “Physics in Daily Life” 
in KIKAN Education. We find that they have very low scores for several questions, most of which are closely related to 
impetus misconception. Principal component analysis of the students’ answers reveals that these questions have large 
components of the eigenvector corresponding to the largest eigenvalue of the correlation coefficient matrix. Effects of 
introducing “Basic Physics” into the high school curriculum are briefly discussed. 
 
 

1. 導入 

 現在われわれは非常に高度に科学の発達した社会に生活しており、日々その恩恵に浴さないこと

はない。一方で、科学技術がもたらす様々な問題にも直面している。科学技術は単に一部の専門家

だけの関心事ではなく、われわれの日常と深く関わっている。それゆえ科学技術の基本的な理解は、

現代人にとって必須であるといっていいだろう。 
 一方で、大学進学のための文理選択の時期は通常高校 1 年生にあり、文系を選択した学生は十分

な科学教育を受けないまま大学生になる可能性が高い。特に物理は自然科学の基礎的な科目である

にもかかわらず、多くの文系学生が苦手とし、わからないと感じている。このことは、文系学生が

科学技術の基本的な事柄を理解する上で大きな障害となるだろう。 
 科学教育研究、特に物理教育研究では、誤概念、あるいは一般的な素朴概念と呼ばれるものが果

たす役割が注目されている 1。誤概念とは、物理現象に関する学生の持つメンタルモデルや推論の

筋道のうち、強固で、かなりの割合の学生にみられるようなものである。これらは学生が物理の授
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学生が持つ典型的な誤概念を抽出した。その誤概念はインペトゥス理論に類するものである。この

誤概念を克服し、正しい理解を得ることが、力学概念全体の獲得に本質的であることは、これらの

問題だけの得点と、総得点の間の高い相関から示唆される。 
 調査した期間は旧課程と新課程の切り替わりの時期である。新課程で文系学生でも高校時代に

「物理基礎」を学び、基礎的な物理学の理解を得る機会は旧課程に比べて増しているはずであるが、

その伸び率は期待されるほど高くはない。このことは、誤概念がいかに執拗に学生の思考パターン

に組み込まれているかを示しているとともに、高校における「物理基礎」の授業の際に、誤概念の

克服を強く意識しながら教えることが重要であることを示唆している。 
 本論文では、プレテストとポストテストでの比較、理系学生と文系学生の比較など、いくつかの

議論すべき事柄を割愛した。これらの解析については別の機会に発表したいと考えている。 
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